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日
本
生
産
性
本
部
は
昨
年
１０

月
か
ら
、
企
業
の
人
事

。
人
材

育
成
担
当
者

（各
社
２
人
の
参

加
が
条
件
）
を
対
象
に
，
第
１

期

「人
材
発
達
支
援
塾
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た

（＝
写
真
Ｙ
。

２
０
１
１
年
８
月
ま
で
の
１０
カ

月
間
に
計
８
日
間

（う
ち
１
泊

２
日
の
合
宿
が
２
回
Ｙ
集
い
、

参
加
メ
ン
バ
ト
が
、
①
学
習
論

や
組
織
行
動
論
等
に
裏
打
ち
さ

れ
た
人
材
育
成
の
最
新
の
考
え

方
を
自
分
の
価
値
観
と
し
て
言

葉

で
語
れ
る
よ
う
に
な
る

こ

と
、
②
経
営
や
社
員
が
働
く
組

織
の
現
場
を
支
援
す
る
た
め
の

メ
ソ
ド

ロ
ジ
ー

（方
法
論
、
戦

略
論
）
を
獲
得
す
る
こ
と
、
③

従
来
型
の
研
究
会

や
仮
想
題
材
に
よ
る
異
業
種
ア

ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
異

な
り
、
企
業
人
材
育
成
推
進
者

と
し
て
の
あ
り
た
い
姿
を
探
求

す
べ
く
ヽ
①

「導
管
モ
デ
ル
」

を
越
え
る

「対
話
」
の
場
と
す

る
、
②

「
転
移
モ
デ
ル
」
を
越

え
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
す
る
、

③
現
場
を

「支
援
｝
す
る
と
い

う
三
つ
の
難

，′
し
さ
に
挑
戦
す
る

「世
界
初
の
試
み
」

（同
塾
の

企
画

ｏ
指
導
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
を
務
め
る
中
原
淳
．・
東
京
大

学
准
教
授
）
と
し
て
、
意
欲
的

に
展
開
中
だ
。

目
下
（
参
加
メ
ン
バ
ー
，は
２

０
１、
■
年
度

（も
し
く
は
そ
れ

以
降
）
に
自
社
が
実
践
す
る
具

圭
吾

・
東
京
理
科
大
学
大
学
院

准
教
授
な
ど
、
気
鋭
の
研
究
者

や
実
務
家
）
か
ら
の
示
唆
、
Ｌ
メ

＝
真
面
日
、
で
も
楽
し
く
」
と

し
、様
々
な
ツ
ー
ル
も
活
用
し
、

相
互
理
解
、
各
メ
ン
バ
ー
の
気

づ
き
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
　^
　
　
　
　
　
　
　
・

今
後
は
、
参
加
企
業
各
社
の

構
想
ヽ
構
築
、
全
体
で
の
共
有

を
経
て
、
各
自
実
践
を
し
、
再

度
集
合
し
て
、
成
果
の
共
有
と

施
策
の
品
質
向
上
に
向
け
た
さ

ら
な
る
相
互
助
言
を
行
う
予
定

だ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
本
部

経
営
開
発
部
、
電
話
０３

（３
４

０
９
）
１
１
１
８
ま
で
。　
′

自
社
の
人
材
育
成
の

膵
策
隆
い
中
原
氏
を
は
じ
め
ど

握
・
分
析
し
、

す
る
グ
ス
■
（金
基
霜
例
綱

戸
大
学
大
学
院
教
授
や
佐
々
本

を
提
案
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
実
践
す
る
こ
と
を
目́

指
す
。

同
塾
は
、

ン
バ
ト
相
互
の

助
言
や
情
報
共

有
に
よ
り
構
築

す
る
こ
と
に
取

一り

組

ん

で

い

る
。
｝）
」
で
は
、

一
方
的
な
知
識

伝
達
を
超
え
る

「
対
話
」
の
場

を

つ
く
り
、
同

じ
会
社
か
ら
参

加
す
る
同
僚
同

士
の
対
話
、
さ

ら
に
メ
ン
バ
ー

個
々
人
の
内
省

（リ
フ
レ
ク
シ

木下耕二は

当塾に、実務支援者として

参画いたしました。


